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１
９
６
２
年
に
出
版
さ
れ
た
レ
イ
チ

ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
「
沈
黙
の
春
」
に

よ
る
環
境
汚
染
へ
の
警
鐘
に
始
ま
り
、

２
０
０
６
年
の
ア
ル
・
ゴ
ア
の
「
不
都

合
な
真
実
」
な
ど
に
よ
る
地
球
環
境
の

保
全
意
識
の
高
ま
り
、
さ
ら
に
世
界
の

フ
ラ
ッ
ト
化
、
人
口
増
加
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
問
題
が
、
２
０
０
９

年
の
ト
ー
マ
ス
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
著

書
「
グ
リ
ー
ン
革
命
」
に
詳
述
さ
れ
て

い
る
。
世
界
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
は
、
理
工
学
、
農
林
水
産
、
社
会
経

済
、
倫
理
を
通
し
て
人
々
に
意
識
の
変

換
を
迫
り
始
め
て
い
た
。
現
代
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
大
転
換
と
い
う

エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
的
な
時
代
に
突

入
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
半
世
紀

ほ
ど
の
時
間
を
要
し
た
と
言
え
る
。
２

０
０
０
年
頃
か
ら
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
研
究
を
開
始
し
た
。「
風
レ
ン
ズ
研
究

会
」
と
称
す
る
自
由
闊
達
で
オ
ー
プ
ン

な
研
究
会
と
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
に
関
す
る
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
語

り
あ
っ
て
い
た
。
こ
の
研
究
会
の
場
で

は
、
チ
ク
セ
ン
ト
ミ
ハ
イ
と
い
う
心
理

学
者
が
唱
え
て
い
る
「
フ
ロ
ー
理
論
」

を
地
で
い
っ
て
い
る
よ
う
な
非
常
に
創

造
的
な
場
で
あ
っ
た
と
思
う
。

Ｑ１.代償措置について、

『職場arc)

団
体
交
渉
で
代
償
措

　　 あらためて労働条件の不利益変更に関する労働契約法（以
下労契法）を確認しておきましょう。労契法9条では「使用者は、
労働者と合意することなく、就業規則を変更することにより、労
働者の不利益に労働契約の内容である労働条件を変更することは
できない」とされています。ただし、労契法10条で「使用者が就
業規則を変更することにより労働条件を変更する場合において～
就業規則の変更が、労働者の受ける不利益の程度、労働条件の変
更の必要性、変更後の就業規則の内容の相当性、労働組合等との
交渉の状況その他の就業規則の変更に係る事情に照らして合理的
なものであるときには、労働契約の内容である労働条件は、当該
変更後の就業規則に定めるところによる」とされています。代償
措置は「変更後の就業規則の相当性」の部分で考慮されます。
　団体交渉では、先ず、本給や期末勤勉手当を引下げることは不
利益変更に当たることの確認を求めます。そして、労契法９条に
いう「労働者との合意」や10条にいう「合理的なものであるこ
と」が必要であることを確認します。
　また、本給や期末勤勉手当引下げの経緯、必要性について充分

にありましたが、団体交渉でどのように求めればよいですか？
な説明を求めます。さらに、その本給や期末勤勉手当引下げをし
た場合の削減総額やプールされる金額等を明らかにさせます。
　法人は「お金がないから…」とよく言いますね。財務諸表の提
供や財務担当者からの説明を求めましょう。建設的な議論のため
には労使双方で情報を共有することが不可欠です。本当にお金が
ないのか、不要不急の支出はないか、優先順位はどうか等、具体
的な議論を行う中で、要求の満額回答が難しい場合でも、代償措
置やその他の労働条件の改善、不利益の緩和措置等が見えてくる
かもしれません。
　もちろん、日々の教職員の頑張りやモチベーション向上の観点
から、改善こそ必要であるといった主張を行うことも重要です。
　こうしたやりとりの上で、やむを得ず引下げが避けられない状
況であれば、相応の代償措置を求め、次回交渉までに検討し回答
するよう要求します。交渉の推移によっては、組合から具体的な
代償措置を提案することもアリでしょう。
　法人側が代償措置を示した場合は、組合として、必要に応じて
さらに資料提供や説明を求めつつ、その代償措置の内容が妥当か
どうかを充分に検討します。
　法人側が代償措置等を一切示さない場合は、労契法9条や10条
の考え方を再度強調し、粘り強く交渉をおこないます。徹底して

Ａ１.　

１
．
は
じ
め
に

４
．
お

わ

り

に

３
．
マ
ル
チ
レ
ン
ズ
風
車
—
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

２
．
レ
ン
ズ
風
車
—
風
レ
ン
ズ
技
術

　

風
車
ロ
ー
タ
を
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
で
覆
う
風

車
を
考
案
し
た
。
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
と
は
入
口

か
ら
出
口
に
向
か
っ
て
拡
大
す
る
管
で
あ
る
。

さ
ら
に
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
出
口
周
囲
に
「
つ
ば
」

と
称
し
て
渦
形
成
板
を
取
り
付
け
て
み
た
。

「
つ
ば
」
は
、
そ
の
強
い
渦
形
成
の
た
め
背
後

に
低
圧
部
を
生
成
し
、
風
は
低
圧
部
を
め
が

け
て
流
れ
込
ん
で
く
る
。
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
入

口
付
近
で
は
大
き
な
増
速
効
果
が
得
ら
れ
る
。

図
１
（
右
上
図
）
に
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ス

ケ
ッ
チ
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
集
風
加
速

体
と
し
て
の
「
つ
ば
付
き
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
」

（
風
レ
ン
ズ
）
が
生
ま
れ
た
。
レ
ン
ズ
風
車
の

長
所
を
あ
げ
る
と
、

① 

２
〜
５
倍
の
高
出
力
を
達
成
（
風
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
集
中
「
風
レ
ン
ズ
効
果
」
を
利

用
）。
高
出
力
化
は
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
の
長
さ

お
よ
び
「
つ
ば
」
高
さ
に
依
存
す
る
。

② 

風
車
騒
音
の
低
減
（
ブ
レ
ー
ド
先
端
渦

が
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
内
部
境
界
層
と
干
渉
し

抑
制
さ
れ
る
。
空
力
音
が
低
減
し
て
騒
音

は
ほ
と
ん
ど
気
に
な
る
こ
と
は
な
い
）。

③ 

優
れ
た
社
会
受
容
性
（
静
か
で
あ
り
、

バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
な
し
、
景
観
性
に
富

む
。
丸
い
「
輪
」
が
「
和
」
を
呼
ぶ
）。

　

超
大
型
機
へ
向
か
う
風
力
産
業
主
流
と
は

異
な
る
方
向
を
模
索
し
、
風
力
発
電
シ
ス
テ

ム
の
新
し
い
姿
を
開
拓
す
る
。
高
効
率
、
静

粛
な
レ
ン
ズ
風
車
を
適
用
し
、
レ
ン
ズ
風
車

を
基
本
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
た
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
シ

ス
テ
ム(

ク
ラ
ス
タ
風
車)

の
可
能
性
を
研
究

す
る
（
マ
ル
チ
レ
ン
ズ
風
車
と
呼
ぶ
）。
図
１

（
下
図
）
に
示
す
よ
う
に
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
と
は
基
本
ユ
ニ
ッ
ト
の
風
車
を
複
数
個
、

同
じ
垂
直
面
内
に
タ
ワ
ー
で
支
持
し
た
集
合

風
車
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
基
本
ユ
ニ
ッ
ト
に

レ
ン
ズ
風
車
を
適
用
す
る
と
、
風
車
周
辺
流

れ
の
干
渉
に
よ
り
、
３
基
構
成
マ
ル
チ
レ
ン

ズ
で
は
全
体
発
電
出
力
が
単
独
時
の
合
計
値

よ
り
さ
ら
に
10
％
増
加
、
５
基
構
成
で
20

％
増
加
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
レ
ン
ズ

風
車
と
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果

で
あ
る
。
唐
津
市
に
２
０
２
０
年
１
月
、

３
輪
（
定
格
９
Ｋ
Ｗ
機
）
と
５
輪
の
マ
ル

チ
レ
ン
ズ
風
車
（
定
格
15
Ｋ
Ｗ
機
）
が
設

置
さ
れ
、
様
々
な
実
証
試
験
が
な
さ
れ
つ

つ
あ
る
（
図
１
下
図
）。
多
数
ユ
ニ
ッ
ト

の
マ
ル
チ
レ
ン
ズ
風
車
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
風
を
集
め
る
木
」
で
あ
る
。
現
在
、
数
１

０
０
Ｋ
Ｗ
級
の
中
型
レ
ン
ズ
風
車
の
ク
ラ

ス
タ
化
で
Ｍ
Ｗ
級
の
大
出
力
化
へ
の
新
し

い
可
能
性
を
追
求
し
て
い
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
へ
多
く
の
貢
献
を

期
待
し
、
新
し
く
開
発
し
た
レ
ン
ズ
風
車
、

マ
ル
チ
レ
ン
ズ
風
車
と
い
う
可
能
性
に
つ
い

て
論
じ
て
き
た
が
、
何
よ
り
も
ブ
レ
ー
ド
が

回
る
風
景
が
周
囲
の
風
レ
ン
ズ
の
「
輪
」
に

よ
っ
て
、
よ
り
景
観
に
な
じ
む
「
和
」
が
演

出
さ
れ
る
と
思
う
。
日
本
の
農
業
、
水
産
業

を
よ
り
エ
コ
な
も
の
へ
回
帰
さ
せ
、
そ
れ
ら

の
風
景
に
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
調
和
を
も

た
ら
す
「
和
」
の
構
造
を
演
出
で
き
れ
ば
と

思
う
。
共
通
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
小
は
大

を
兼
ね
る
、
す
な
わ
ち
集
合
化(

ク
ラ
ス

タ
化)

」
お
よ
び
「
統
合
利
用
」
で
あ
る
。

他
に
も
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
洋
上
浮
体
式
エ

ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ー
ム
、
太
陽
光
と
風
力
を

同
時
に
利
用
で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ウ
ィ
ン

ド
ソ
ー
ラ
ー
タ
ワ
ー
と
呼
ぶ
再
生
可
能
エ

ネ
機
器
も
開
発
中
で
あ
る
。
あ
る
土
地
を

与
え
ら
れ
た
ら
、
そ
こ
に
あ
る
種
々
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
、
統
合
的
に
使

い
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
来
る
べ
き
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
に
近
づ
く
。

図１.風レンズのメカニズム（右上図）。つば背後の渦形成で

低圧部を生じ、風はその低圧部に向かって流れこみ、風を集

める。３kWレンズ風車（左上図）。マルチレンズ風車（下図）。


